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【問題】 
 不登校者数の変遷は次のページのグラフの通り，2001年度をピ
ークに減少に転じていましたが，2006年度には上昇しました。先
日，文科省は学校基本調査の速報を発表し，2007年度の不登校者
数が明らかになりました。では，不登校者数は 2006 年度に比べ
てどうだったのでしょうか。 
 
予想   小学校（  ）   中学校（  ） 
 ア 増加 
 イ ほぼ同じ 
 ウ 減少 

 
 中等教育学校は生徒数が少ないこともあり，そのデータは考え

ないことにします。 
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■2007年度の不登校者数 
 学校基本調査の「調査結果の要旨」には，次のようにあります。

（太字は原文のママ） 
平成 19 年度間の長期欠席者（30 日以上の欠席者）のうち，
「不登校」を理由とする児童生徒数は12万 9千人（2千人増加）。  
「不登校」を理由とする児童生徒数は，小学校 2万 4千人（前

年度間より 101人増加。対前年度比 0.4パーセント増），中学校

10万 5千人（前年度間より 2千人増加。対前年度比 2.2パーセ

ント増），中等教育学校 131人（前年度間より 23人増加。対前

年度比 21.3パーセント増）の合計 12万 9千人（前年度間より

2千人増加。対前年度比 1.9パーセント増）。 
 つまり「小学校は，ほぼ同じ」「中学校では 2年連続で増加」と
いうことです。 
昨年度は「小学校 2万 4千人（前年度間より 1千人増加。対前
年度比 4.9パーセント増），中学校 10万 3千人（前年度間より 3
千人増加。対前年度比 3.4パーセント増）の合計 12万 7千人（前
年度間より 4千人増加。対前年度比 3.7パーセント増）」でしたか
ら，「昨年度よりも増加は少ない」といえるのかもしれません。 
 
 
 
 
 
 
 
 


